
ひかた椿小学校 第６回学校再編準備委員会 

全体会 次第 

 

日時：令和７年７月１日（火） 

午後６時３０分～ 

   場所：ひかた市民センター   

 

１．開 会 

 

２．専門部会報告 

 （１）総務部会 （資料１） 

 （２）ＰＴＡ・通学部会 （資料２） 

 （３）学校運営部会 （資料３） 

 

３．その他 

 次回開催日時：専門部会の進捗状況により開催する 

 

 

４．閉 会 

 ※閉会後、専門部会を開催します。 

 

 

 

 

資料１：総務部会 報告事項 

資料２：PTA・通学部会 報告事項 

資料３：学校運営部会 報告事項 

 

 



資料１ 
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総務部会 報告事項 

 

１．校章デザイン公募について 

 〇応募資格：干潟地域在住の方 

 〇賞品：最優秀賞１点 ５万円分の旭市共通商品券 

 〇募集期間：７月２日～８月３１日 

 〇周知方法 

  ・児童、生徒：学校を通じてチラシ配付 

  ・保護者：tetoruにて配信 

  ・未就学児保護者：保育所を通じてチラシ配付 

  ・地域住民：区長回覧にて全戸配布 ※7/10（木） 

  ・その他：7/15号広報掲載、ＨＰ、ひかた市民センターにチラシ配置 

 〇募集要項 別紙チラシの通り 

 

 

２．式典行事について 

 （１）閉校式典（教育委員会の主催により開催） 

   日時：令和９年３月頃 （３校で時間が被らないように調整） 

   場所：各小学校体育館 

   参加者：検討中 

   式典の内容（案） 

    １ 開式のことば 

    ２ 市長式辞 

    ３ 来賓紹介 

    ４ 児童代表のことば 

    ５ 校歌斉唱 

    ６ 校旗返納 

    ７ 学校長あいさつ 

    ８ 閉式のことば 
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 （２）閉校記念行事（閉校記念事業実行委員会の主催により開催） 

   ①閉校記念事業実行委員会組織について 

    各学校ごとにＰＴＡや地域住民、教職員等で構成する独立した組織 

    組織形態や構成員等は各学校に委ねる 

    令和７年９月頃を目安に設置予定 

   

   【組織図イメージ（一例）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②閉校記念行事の実施について 

    閉校記念行事実施の有無、日程、内容等は全て実行委員会の判断に委ねる。 

    事業資金は市の補助金、ＰＴＡ会費、寄付金等を充てる。 

    行事例：スライド上映、バルーンリリース、記念誌作成、記念品作成、石碑建立 など 

 

 

   ③総務部会での意向 

    ・３校とも閉校記念行事は実施したい。 

    ・多くの人が集まれるよう土日祝日に開催。 

    ・３校とも閉校記念誌は作成したほうがいい。 

     これまで賛助会費をもらっていた地域の人に記念品を配りたい。 



令和９年４月、中和小学校・萬歳小学校・古城小学校がひとつになり、新しく「ひかた椿小学校」

が開校します。

応募はこちらから

・右記の二次元コードかURLの応募フォームから応募

URL  https://logoform.jp/forms/5iEn/803271

・裏面の応募用紙を教育総務課に持参または郵送

・電子メールにて応募 応募先：kyo-saihen@city.asahi.lg.jp

（メール本文または任意のファイルに必要事項を記入して下さい）

応
募
方
法

作
成
要
領

・カラー、単色は問いませんが、カラーの場合は単色で表現してもイメージが損なわれないものと

してください。

・グラデーション（ぼかし）は使用しないでください。

・手書き、コンピュータソフト等、作成方法は問いませんが、校章デザインを電子データで提出す

る場合はJPEG、PNG、GIFのいずれの形式でデータ容量は４MB以下としてください。

注
意
事
項

・応募は一人につき１点までとし、自作かつ未発表のもので、他の著作権に触れないもの、他の商

標等の模倣でないものに限ります。

・採用された校章デザインに関する著作権を始めとする一切の権利は旭市教育委員会に帰属します。

・応募作品は採用者の了承を得ず、補作・修正等する場合があります。

・応募作品は返却しません。また、応募者個別に結果を通知しません。

・応募に要する費用は、応募者の負担とします。

・応募に係る個人情報は、この目的以外で使用しません。

・応募のあった校章デザインの中から、ひかた椿小学校学校再編準備委員会において選定し、教育

委員会で決定します。

・応募作品について第三者の権利侵害その他の問題が生じた場合の責任は、全て応募者が負担する

ものとし、応募者自身で対処していただきます。その場合、採用を取り消すことがあります。

応 募 資 格 干潟地域にお住まいの方

賞 品 最優秀作品（採用作品） １点 ５万円分の旭市共通商品券

つきましては、この新しい小学校のシンボルとなる校章デザインを募集しますので、

下記募集要項をご覧のうえ、ふるってご応募ください。 応募締切

必着

令和７年

８/３ 日１



ひかた椿小学校 校章デザイン応募用紙

【お問い合わせ先】
旭市教育委員会 教育総務課 学校再編室
TEL:0479-85-8614 FAX：0479-62-5855 Email:kyo-saihen@city.asahi.lg.jp

１．校章デザイン案

２．デザインの説明
デザインの理由や込めた思いを書いてください。

３．応募者

氏 名

住 所

電話番号

学校名／学年
中和小校章萬歳小校章古城小校章

現在の校章

デザイン採用者の氏名は公表させていただきますのでご承知おきください。
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ＰＴＡ・通学部会 報告事項 

１．学用品、体操服、帽子、上履きについて 

【体操服】 

 ①半袖・半ズボン 

・現在の小学校の体操服メーカー２社より各２案の提案を受け、干潟中学校の体操服と合わせ、

５案を検討した。その中から専門部会で３案を選定し、保護者・児童・教職員を対象としたア

ンケート調査を実施した。 

 

【アンケート結果】 

・募集期間： 

令和７年２月２６日から 

令和７年３月２１日まで 

・サンプル展示： 

各小学校・保育所・保育園 

・回答数：３７７件 

 

 

 

 

 

 

 

・児童と保護者で結果が割れたが、子供たちの意見を尊重したＣ案に決定。 

 

 ②長袖・長ズボン 

・各小学校で指定している長袖長ズボンについては、統合後は指定しない。 

 

※運動時の長袖長ズボンの着用についてのルールを作成していく。 

※①②ともに現在の小学校で着用している体操服はいずれも着用可能。 

※実際の運用方法については、学校運営部会で検討していく。 

 

Ａ案（干潟中学校） Ｂ案 Ｃ案 
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２．スクールバスについて 

・スクールバスは中和小学校、萬歳小学校の児童を対象とする。 

・統合時は現在のルートで実施し、児童の居住地の変化等によりバス停やルートを修正する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａルート Ｂルート Ｃルート Ｄルート 

想定利用児童数：44人 

大型バス 約 25分 

想定利用児童数：26人 

マイクロバス 約 25分 

想定利用児童数：18人 

マイクロバス 約 30分 

想定利用児童数：24人 

マイクロバス 約 25分 

①萬歳多目的研修センター ①スーパーダッツノ ①溝原区集会所 ①東入野（中３区）青年館 

🚍 🚍 🚍 🚍 

②ひかた市民センター ②関戸ふれあいセンター ②大原幽学記念館駐車場 ②ふれあいセンター 

🚍 🚍 🚍 🚍 

ひかた椿小学校 ひかた椿小学校 ③熊野神社 ③（仮称）米込停留所 

  🚍 🚍 

  ひかた椿小学校 ひかた椿小学校 

 ・ＰＴＡ・通学部会で試乗会を予定 

 ・バス停の整備（工事）、周辺道路の交通安全対策を担当部局へ依頼 

 ・スクールバス運用方法について検討していく（バス乗降管理アプリ、添乗員等） 

 

３．ＰＴＡ組織について 

 ・ＰＴＡの存在意義や活動内容を見直し、統合後のあり方について、他団体の事例を参考にして

ゼロベースで検討する。 

 

 

 

 

※萬歳小学校の賛助会費は令和７年度から廃止 



資料３ 

 

学校運営部会 報告事項 

１．学用品、体操服、帽子、上履きについて 

〇学用品について 

  ・統一していく学用品について、来年度の入学に向けて現状の把握、検討を進めていく。 

〇体操服について 

  ・体操服に学校名が入っていないこと、値段やメーカーのロゴ等気になる点はあるが、部会の決

定を尊重する。長袖、長ズボンは指定しないということでよい。 

・令和８年度以降の対応については、７月頃までに各校で検討し結果を市教委に報告する。 

〇帽子について 

・登下校時は、保護者の判断で黄色い帽子またはヘルメットを着用するということでよい。 

・令和８年度以降の対応については、７月頃までに各校で検討し結果を市教委に報告する。 

〇上履きについて 

・特に指定はせず、白地で華美なデザインではないものとすることでよい。 

 

２．交流学習、水泳学習について 

〇交流学習 

・年間１１回（２校間の学年別９回・３校の全学年２回）の交流学習を予定している。 

 １年（萬歳小・中和小・古城小）    ２年（中和小・古城小）  

３年（萬歳小・中和小）２回      ４年（萬歳小・中和小・古城小） 

５年（萬歳小・中和小）２回      ６年（萬歳小・中和小）※修学旅行 

６年（萬歳小・中和小・古城小）    全学年（萬歳小・中和小・古城小）２回 

 〇水泳学習 

  ・中和小、萬歳小が、古城小のプールを使用し、それぞれ４日間（午前中）の水泳学習を予定。 

 

３．統合協議会について 

〇統合協議会の目的 

令和９年４月の「ひかた椿小学校」開校にむけて、干潟地域３小学校教職員が、各学年や主任 

  等の情報交換をしながら必要な事項について検討していく。 

 〇組織 

・校長部会 ・教頭部会 ・教務主任部会 ・養護教諭部会 ・事務職員部会 ・学年部会  

・特別支援部会 ・各主任部会 

※各部会より報告された結果は、校長部会で取りまとめ学校運営部会へ報告する。 

 〇第１回統合協議会 

  ・６月１９日（木）古城小で開催された。統合協議会長（小長谷 校長）から設立の目的等につ 

いて説明後、各部会で協議が行われた。（年間６回の活動を予定） 


